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平成３０年度 鹿児島純心女子大学免許状更新講習実施要領 

１．目 的 鹿児島純心女子大学では，教育職員免許法の改正に伴い，教育職員として必要な資

質，能力が保持されるよう，最新の知識技能を身に付ける機会を提供することを目

的として，文部科学省の認定を受けて免許状更新講習を実施します。 

２．受講対象者 ①平成 32年 3月 31 日までに修了確認期限を迎える現職教員等で，満 35歳・45歳・ 

55 歳の方。なお，修了確認期限及び受講対象者については，文部科学省ホームペ

ージで確認できます。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index1.htm 

②栄養教諭免許状を所持する現職教員等で，平成 32年 3月 31 日までに修了確認期

限を迎える方（平成 20年 4月 1日から平成 21年 3月 31 日までに栄養教諭の普通

免許状を授与された旧免許状所持者）。

３．講 習 期 間 ①【必修領域】「全ての受講者が受講する領域」 

平成 30年 8月 4日（土）1講習，6時間（1日） 

 ②【選択必修領域】「受講者が所有する免許状の種類、勤務する学校の種類又は教

育職員としての経験に応じ、選択して受講する領域」

平成 30年 8月 6日（月）2講習，各 6時間（各 1日）

③【選択領域】「受講者が任意に選択して受講する領域」

平成 30年 8月 7日（火）～8月 9日（木）6講習，各 6時間（各 1日）

 ④予備日：台風等の天候上の理由等により上記①②③を休講･延期した場合

平成 30年 8月 10 日（金）

４．講 習 概 要 別紙１，別紙２のとおり 

５．受 講 料 【必修領域】，【選択必修領域】，【選択領域】 1講習あたり 6,000 円 

６．開 催 地 鹿児島純心女子大学 鹿児島県薩摩川内市天辰町 2365 番地 

７．募 集 期 間 平成 30 年 5月 7日（月）10:00 ～ 6 月 29 日（金）19:00 

８．受講申請･

受講者決定 

①鹿児島県内における講習開設大学共通の「教員免許状更新講習管理システム

-KUAS-」を用いたwebによる受講申請【先着順】 

本学ホームページに「教員免許状更新講習管理システム」へのリンク等，関

連情報を掲載しておりますので，トップ画面右上の「訪問者別メニュー」から

「一般・社会人の方へ」を選択の上，「教員免許状更新講習のご案内」をご一

読ください。 

②「教員免許状更新講習管理システム -KUAS-」を利用して受講申請及び必要書類のプリ

ントアウトを行った上で受講料の納付を済ませ，申込書類一式をお送りください。本学

にて書類及び入金の確認後，申込書受理メールの送信をもって受講者決定となります。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index1.htm
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９．受講･試験 ①更新講習管理システムに掲載されるシラバス（講義概要）を確認の上，講習当日は「受 

講票（顔写真[スナップ写真不可]を貼付）」及び筆記用具の他，指定された用具・テキス

トなどを持参してください。 

②試験は講習時間内で実施します。

③講習終了後には講習の事後評価に係るアンケート調査を書面にて行います。

 （更新講習管理システムを用いての事後アンケートは入力不要） 

10．休講･延期等 ①台風等の天候上の理由，講師の急病等により講習を休講せざるを得ない場合，延期して 

予備日などに開講します。 

②原則として受講希望者が６名以下の場合，開講困難とし開講しません。

③休講・延期等の連絡は可能な限りメール配信や電話，ホームページ掲載を行います。

11．受講料返還 受講料納入後，下表のキャンセル事由等により1講習の全てを受講できなくなった場合は， 

納入者からの請求に基づき，納入額の全額または一部を納入者の口座へ返還します。該当者

は「教員免許状更新講習受講料返還請求書」を速やかに提出してください。特に⑤の場合に

は，受講資格証明者（校長等）の押印が必要です。 

なお，指定された期日を過ぎてから連絡のあった場合には返還できません。 

キャンセル事由 納入額の返還 

① 講師の急病などにより延期が不可能で，講習を中止した場合 
全額返還 

② 受講希望者が6名以下で，講習を開講しなかった場合 

③ 

台風等の天候上の理由などにより，講習が延期されたことによ

り辞退する場合 

※延期後の開講日での受講を了承した場合を除く 

受講料から振込

手数料を差し引

いた金額を返還 

④ 
公共交通機関の異常運行等により，受講できなかった場合（講

習日から3日以内に連絡すること） 

⑤ 

受講者にやむを得ない事情が生じた場合 

 勤務校の業務，葬儀（二親等以内）の場合（前日までの連

絡に限る） 

 急病（家族を含む）等により受講できなかった場合（講習

日から3日以内に連絡すること） 

※受講資格証明者（校長等）の押印が必要 

⑥ 
その他の事由（受講開始後のやむを得ない事情による早退等を

含む）により受講しない場合 
返還なし 

12．履修証明書 各講習の履修認定試験において合格基準に達した方には，当該講習の「履修証明書」を9 

月末日までに本人宛に送付いたします。 

13．個人情報取扱 本学が取得した受講者に関する個人情報は，更新講習に関係する業務に使用する場合を除 

き，本人の同意を得ることなく他の目的で利用または第三者に提供することはありません。 

14．担当窓口 鹿児島純心女子大学 教員養成センター 

〔 受 付 時 間 〕 

〔 住 所 〕

〔 Ｔ Ｅ Ｌ 〕  

〔 Ｆ Ａ Ｘ 〕  

〔 Ｅ － m a i l 〕

〔 ホームページ 〕 

月～金（9:15～17:00）＊祝祭日･大学休業日を除く

〒895-0011 鹿児島県薩摩川内市天辰町 2365 番地 

0996-23-5311（代表） 
0996-23-5030（代表） 
kyoinyosei@jundai.k-junshin.ac.jp 
http://www.k-junshin.ac.jp/jundai/ 

mailto:kyoinyosei@jundai.k-junshin.ac.jp
http://www.k-junshin.ac.jp/jundai/


[別紙1]

　１．開   設   者   名    ：　鹿児島純心女子大学

　２．講 習 の 開 催 地 ：　鹿児島純心女子大学（鹿児島県薩摩川内市天辰町2365番地）

　３．受講者募集期間   ：　平成３０年５月７日～ 平成３０年６月２９日

　４．受 講 申 込 方 法  ：　「教員免許更新講習管理システム－KUAS-」を利用したweb申込（先着順）　https://www.kuaskmenkyo.necps.jp/kagoshima/

　５．担   当   窓   口    ：　教員養成センター　TEL　０９９６－２３－５３１１（代表）　　FAX　０９９６－２３－５０３０（代表）

　６．窓 口 受 付 時 間  ：　月 ～ 金 （９：１５～ １７：００）

【必修領域】「全ての受講者が受講する領域」

番号 講習の名称 講習の概要 担当講師 時間数 受講料 受講人数

1
【必修】教育をとりまく
状況の変化への対応Ａ

　以下の内容について、最新の研究動向に即した講習を行
う。①発達障害や多様な心理的不適応などへの対応につい
て、カウンセリングの最新の知見、②国の教育政策（学校を
巡る近年の状況・学習指導要領の改訂の動向等・法改正お
よび国の審議会の状況等）や世界の教育の動向、③近年の
教職研究において提示されてきた諸概念。
　9:00～10:30、10:40～12:10（餅原）、13:00～14:30（栗原）、
14:40～16:10（広瀬）

餅原　尚子（大学院・国際人間学部
教授）
栗原　真孝（国際人間学部　准教授）
広瀬　健一郎（国際人間学部　准教
授）

6時間 6,000円 90人

1
【必修】教育をとりまく
状況の変化への対応
Ｂ

　以下の内容について、最新の研究動向に即した講習を行
う。①発達障害や多様な心理的不適応などへの対応につい
て、カウンセリングの最新の知見、②国の教育政策（学校を
巡る近年の状況・学習指導要領の改訂の動向等・法改正お
よび国の審議会の状況等）や世界の教育の動向、③近年の
教職研究において提示されてきた諸概念。
　9:00～10:30（栗原）、10:40～12:10（広瀬）、13:00～14:30、
14:40～16:10（餅原）

餅原　尚子（大学院・国際人間学部
教授）
栗原　真孝（国際人間学部　准教授）
広瀬　健一郎（国際人間学部　准教
授）

6時間 6,000円 90人

【選択必修領域】「受講者が所有する免許状の種類，勤務する学校の種類又は教育職員としての経験に応じ，選択して受講する領域」

学校種
免許種

勤務年数

1
【選択必修】学校の内
外における連携協力に
ついての理解

　学校における危機管理の観点から、学校内外の連携協力
の在り方について理解を深め、最新の研究動向に即した講
習を行う。

島　立久（国際人間学部　教授） 6時間
平成30年
8月6日

小学校
中学校

高等学校
特別支援学校

特定しない 6,000円 60人
平30-
30604-
301514号

2
【選択必修】初等教育
における近年の状況の
変化

　近年の学校等をめぐる状況について、こどもの学力と教員
の資質のふたつ観点から講習を行う。また、法令改正等国
の政策状況について、最新の研究動向に即した内容を取り
扱う。

広瀬　健一郎（国際人間学部　准教
授）
栗原　真孝（国際人間学部　准教授）

6時間
平成30年
8月6日

幼稚園
小学校

教諭，
勤務年数は
特定しない

6,000円 120人
平30-
30604-
301515号

平成３０年度　【必修領域】 及び【選択必修領域】に関する免許状更新講習一覧

講習の期間

平成30年8月4日

認定番号

平30-30604-
100670号

番号 講習の名称 講習の概要 担当講師 時間数

平成30年8月4日
平30-30604-
100671号

受講料
受講
人数

認定番号

主な受講対象者

講習の期間



[別紙２]

　１．開   設   者   名    ：　鹿児島純心女子大学

　２．講 習 の 開 催 地 ：　鹿児島純心女子大学（鹿児島県薩摩川内市天辰町2365番地）

　３．受講者募集期間   ：　平成３０年５月７日～ 平成３０年６月２９日

　４．受 講 申 込 方 法  ：　「教員免許更新講習管理システム－KUAS-」を利用したweb申込（先着順）　https://www.kuaskmenkyo.necps.jp/kagoshima/

　５．担   当   窓   口    ：　教員養成センター　TEL　０９９６－２３－５３１１（代表）　　FAX　０９９６－２３－５０３０（代表）

　６．窓 口 受 付 時 間  ：　月 ～ 金 （９：１５～ １７：００）

番
号

講習の名称 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 対象職種 主な受講対象者 受講料
受講
人数

認定番号

1
【選択】小学校外国語活動
を踏まえた中学校英語の課
題と展望

　本講習は、学習指導要領の小学校外国語活動を中心にして、中学校英語と
の連携を図る方策について述べる。外国語活動のワークショップを体験し、今
後の小中学校での指導のあり方について概説する。

影浦　攻（副学長・教授）
川上　典子（国際人間学部　教授）

6時間 平成30年8月7日 教諭
小学校教諭、中学校

教諭（英語）
6,000円 50人

平30-
30604-
506185号

2
【選択】児童生徒の栄養学
（食教育の実際）

　近年、食の多様化が著しく、それに伴い子ども達の食にまつわる環境も変化
しつつある。
　本講習では、学童期、思春期の子どもの「食」の現状について知り、実際に子
ども達への食教育をどのように実施していけばよいか考える。

今村　佳代子（看護栄養学部　講師） 6時間 平成30年8月7日
教諭

養護教諭
栄養教諭

教諭（保健体育）、教
諭（家庭）、養護教

諭、栄養教諭
6,000円 50人

平30-
30604-
506186号

3
【選択】教育現場でのデータ
処理活用法Ａ

　教育現場において必要とされる文書作成・データ加工など一連の手法・技術
を習得し、活用していくことを目標とします。ワードの基本操作（日本語入力）の
出来る方が対象で、講習は例題形式をとり必要な技術を解説しながら問題解
決していきます。教材となる表作成や、いろいろな事例をもとに必要な関数（主
にIF関数やvlookup 関数など）を利用したデータ作成の技術と活用法を学びま
す。

洞田　勝博（国際人間学部　教授） 6時間 平成30年8月7日
教諭

養護教諭
栄養教諭

教諭（小・中・高）、養
護教諭、栄養教諭

6,000円 40人
平30-
30604-
506187号

4 【選択】多文化共生論

　本講義は、主に北米社会を題材にして、多文化共生の実現のためには、異文
化間相互の関係を史的に理解することが重要であることを、北米史を辿りなが
ら探求する。北米大陸に居住する多様な民族が、いかに接触し、共存を可能と
する社会をいかに構築しようとしてきたかを、先住民族、アフリカ系、中国系、日
系の住民等に焦点をあてながら論ずる。

広瀬　健一郎（国際人間学部　准教授） 6時間 平成30年8月8日 教諭
中学校・高等学校教
諭（社会及び英語）

6,000円 50人
平30-
30604-
506188号

5
【選択】深い学びの実現に
向けた算数科授業

　算数・数学教育の新しい動向を踏まえ、「深い学び」の実現に向けた授業につ
いて、解決すべき事象が児童にとっての問題となり得ているのか、思考を促し
視野を広げる学びが十分になされているのかの視点から講義・演習を展開し、
小集団による授業設計・検討を行い報告書にまとめる。

島　立久（国際人間学部　教授） 6時間 平成30年8月8日 教諭 小学校教諭 6,000円 30人
平30-
30604-
506189号

6
【選択】児童生徒の栄養学
（食と健康）

　幼少期の健康を考えるうえで食に関する問題、例えば食物アレルギーや生活
習慣病などの食生活に起因する疾病が社会問題化している現状を鑑みると、こ
れらの疾病の成り立ちや原因物質についての知識を深めることは重要となる。
本講習では幼少期における食品学観点より原因物質の種類や特徴について学
ぶとともに、各種疾病の病因や病態についての知識を深めることにより、教育
現場での指導に活用することを目的とする。

岩田　真一（看護栄養学部　教授）
中野　隆之（看護栄養学部　教授）

6時間 平成30年8月8日
教諭

養護教諭
栄養教諭

教諭（保健体育）、教
諭（家庭）、養護教

諭、栄養教諭
6,000円 50人

平30-
30604-
506190号

7
【選択】教育現場でのデータ
処理活用法Ｂ

　教育現場において必要とされる文書作成・データ加工など一連の手法・技術
を習得し、活用していくことを目標とします。ワードの基本操作（日本語入力）の
出来る方が対象で、講習は例題形式をとり必要な技術を解説しながら問題解
決していきます。教材となる表作成や、いろいろな事例をもとに必要な関数（主
にIF関数やvlookup 関数など）を利用したデータ作成の技術と活用法を学びま
す。

洞田　勝博（国際人間学部　教授） 6時間 平成30年8月9日
教諭

養護教諭
栄養教諭

教諭（小・中・高）、養
護教諭、栄養教諭

6,000円 40人
平30-
30604-
506191号

8
【選択】生徒指導実践と教
師の在り方

　すべての教育活動の基盤に生徒指導が存在している。生徒指導実践力は教
師であり得るための不可欠な要素と言える。「生徒指導で求められる教師の資
質と技能」、「生徒指導実践力を高める研修の在り方」、「生徒指導の側面から
の教科指導の課題」、「危機管理の観点からの生徒指導」等を通して、教諭とし
て、養護教諭として、さらに栄養教諭として日常的に生徒指導を実践できる力に
ついて考える。

獅子目　博文（国際人間学部　教授） 6時間 平成30年8月9日
教諭

養護教諭
栄養教諭

教諭（小・中・高）、養
護教諭、栄養教諭

6,000円 60人
平30-
30604-
506192号

平成３０年度　【選択領域】「受講者が任意に選択して受講する領域」に関する免許状更新講習一覧
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